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研究成果の概要（和文）：本研究は、ペルー・アマゾンの貧農を対象に、焼畑農業および森林景

観に関するミクロ空間分析ならびに動態分析と、森林伐採に関するネットワーク分析を行った。

初期の農地規模が将来の土地利用（アグロフォレストリー、休閑）、その家計間の不平等、つま

りは森林景観を左右すること（土地利用の罠）を示した。森林伐採共同労働に関して、ネット

ワーク構造、その形成要因、代替性、生産性、効率性等に関する新しい知見を導いた。 
 
研究成果の概要（英文）：This study conducted micro spatial and dynamic analyses on 
shifting cultivation and landscape and social network analysis on forest clearing among 
peasant households in the Peruvian Amazon. We showed that initial land holdings affect 
future land use (agroforestry and fallowing), its inequality among households, and forest 
cover (i.e., land-use trap). We shed new lights on network structure, network formation, 
substitutability, productivity, and efficiency of cooperative labor for forest clearing.   
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１．研究開始当初の背景 
 熱帯雨林の保全は、人類が直面している最
も大きな問題の一つであり、特に最近は、地
球温暖化における二酸化炭素吸収機能、生物
多様性保護の重要性から、実務レベルでの世
界的関心がますます高まっている。熱帯雨林
の保全とそこに居住する住民の貧困削減を
両立させること、そのための持続的開発モデ
ルを構築することが根本の課題である。少な
くとも研究者の間で有効なアプローチの一

つとして広く認識されているのは、何世代に
もわたり森と共生してきた伝統農業～焼畑
農業と（洪水による土壌更新をベースとし
た）氾濫原農業～に根ざしたモデルである。
伝統農業の生態的利点はある程度理解され
ているものの、政府・NGO が政策・プログラ
ムを立案する上で基本となる、農民の森林利
用の実態、意思決定の構造はよく分かってい
ない。 
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教授（マクギル大学）と 10 年以上にわたり
熱帯農業・農民に関する研究を進め、この分
野の学術的発展に寄与してきた。特に、ここ
10 年間で盛んになった、熱帯農民から家計調
査データを収集して計量分析を行うという
流れに先鞭をつけた。こうした動きの中で、
2005-2007 年度萌芽研究「熱帯雨林における
生業データ収集法の革新に向けて」（研究代
表者、3,100 千円）では、方法論革新の足が
かりをつかむことを目標に、家計調査データ
収集法の発展、改善を図った。一方で、既存
手法とは全く異なる新しい手法、アプローチ
を模索する作業を併せて行い、本研究へと発
展した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、GIS(Geographic Information 
System)データを使った空間分析と、社会ネ
ットワーク(social network)データを使った
ネットワーク分析を初めて熱帯伝統農業に
応用し、熱帯農業研究の新しい研究領域の開
拓を試みる。ペルー・アマゾンで独自に収集
したデータを用いて、空間・ネットワークデ
ータを農地・家計パネル調査データと統合す
ることで、新しい分析体系を提示する。熱帯
伝統農業の可能性を探る上で鍵となる持続
性(sustainability)および公平性(equity)
を包括的テーマとして、実証分析を行う。 
 
３．研究の方法 
 ペルー・アマゾンの３調査村で独自に収集
したデータをもとに、農地・家計パネル調査
データ、ネットワークデータ、空間データベ
ースを作成し、空間分析、動態分析、ネット
ワーク分析を行う。 
 
(1) データ 
 ３調査村の内、Aと Cが洪水のない高地
(upland)に、Bが洪水を受ける低地(lowland)
に立地する。高地・低地環境の違いが伝統農
業に大きく影響することは、これまでの多く
の研究で示されている重要な点である。 
 調査村 Aは、近隣村と河川に周囲を囲まれ
ているため、焼畑農業で伐採可能な森林が限
られ、この半世紀の間に一次林がほぼ消滅、
二次林に置き換わった。森林・農地転換サイ
クル（伐採-栽培-休閑地）の持続性は、豊富
な森林資源に依存しており、調査村 Aは、焼
畑農業がたどる運命を探る上で絶好の自然
実験(natural experiment)である。1994/95
年および 2007年に現地調査を行い、各農地
ごとの森林伐採・土地取得、農地利用（栽培、
アグロフォレストリー、休閑）、作物の各年
データを、土地取得時から調査時まで聞き取
り調査した。結果、最長約半世紀（1960-2007
年）にわたる農地レベルのパネルデータを作
成した。このような詳細なデータは他には存

在しない。データ収集においては、回顧精度
を上げるために様々なフィールド技法が用
いられた。2007年の調査では、全ての農地で
GPSデータを収集した。また、衛星画像なら
び航空写真を取得した。 
 調査村 B/Cは、A と異なり、近隣村と接し
ていない後背地を有し、農地拡大の制約は小
さい。2001 年に現地調査を実施し、３時点～
家計の（当該村での）設立時、農地の取得時、
調査時～における、農地レベルデータを収集
した。森林伐採・土地取得・農地利用に加え、
森林伐採に投入された家族労働(family 
labor)、雇用労働(wage labor)、共同労働
(cooperative labor)を記録した。共同労働
では、だれからどれだけの労働力を得たかを
記録した。 
 また、全３調査村において、家計設立時か
ら調査時までの家族構成データと、その２時
点における所得、資産データを収集した。 
 
(2)研究方法 
① 文献調査～広範囲な学際的文献調査を行

った。森林生態学、GIS、空間分析、ネッ
トワーク分析、計量経済学、開発経済学、
人類生態学に関するものが中心である。
一方で、これまでの研究成果をもとに、
焼畑農業の経済モデルに関する包括的な
文献調査を行い、概説にまとめた。 

② 農地・家計調査データベース作成～調査
村 Aの 2007年データと 1994/95年データ
を農地レベルで統合した。調査村 B/Cの
家計データを整備した。 

③ 空間データベース作成～調査村 Aの GPS
データ、衛星画像、空中写真を使って、
森林生態学に基づく時系列な空間解析を
行った（下図参照）。空間解析結果を、農
地・家計調査データベースと統合可能な
形でデータベース化し、両者を統合する
作業を進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④ ネットワークデータベース作成～調査村



B/Cで収集した共同労働に関する農地レ
ベルデータ（どの家計からどれだけの労
働力を得たか）を、全ての２家計の組み
合わせごとのネットワークデータに変換
した。また、血族関係、家族構成等のデ
ータをネットワークデータに変換、統合
した。 

⑤ 空間分析、動態分析：第一に、家計調査
データに基づいたこれまでの研究成果を
まとめる形で、漁労が持つリスク対応の
役割について、漁業研究者向けに整理し
た。第二に、農地の規模・立地（高地、
低地）・利用（耕作、アグロフォレストリ
ー、休閑）の変遷を分析し、初期の農地
規模がその後の立地および利用にどのよ
うに影響するかを検証した。第三に、農
地の取得（伐採、移転）が農地保有だけ
でなく農地利用（樹木量、休閑期間）の
不平等をどのように決定するかを分析し
た。第四に、家計規模（出産、移動）と
土地所有との内生的関係を分析した。 

⑥ ネットワーク分析：第一に、共同労働ネ
ットワーク構造を分析し、ネットワーク
を分析単位とする計量分析(dyadic 
regression)により、その形成要因を検証
した。第二に、家族労働、雇用労働、共
同労働の代替性、生産性、効率性、そし
て市場労働との動態的関連に関して分析
を行った。 

 
４．研究成果 
 各実証分析により、主に次のような新しい
知見を導いた。 
 
(1)土地利用の罠(land-use trap) 
① 初期の農地規模が土地蓄積を制約しない

場合でも、それが将来の農地の立地およ
び利用（樹木量、休間期間）を左右する。
貧困の罠(poverty trap)と森林保全を結
び付ける新しいメカニズム「土地利用の
罠」である。 

② 土地利用の罠に従い、土地保有ならびに
土地利用の不平等が変遷する。 

 
(2) 共同労働ネットワーク構造と形成要因 
① 森林伐採共同労働（男性のみ）は顕著で

ある。 
② ネットワーク（下図参照）ならびに互酬

性(reciprocity)には大きな家計間格差
がある。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

③ 血族集団、母系血族関係、家計構造（核
家族・二世帯家族）がネットワークを形
成する。  

 
(3)共同労働の効率性 
① 森林伐採において家族労働、雇用労働、

共同労働は完全代替であり、家族外労働
（雇用・共同）の生産性は家族労働より
も高い。 

② 信用制約に伴う労働市場の不完全性を共
同労働が補完することにより、労働投入
は効率的である。 

③ 信用政策は、家族外労働の構成だけでな
く、共同労働ネットワーク構造の変化に
もつながる。 

 
(4)次の方法論的貢献をなした。 
① 共同労働の完全代替性を検定する生産関

数推定式を構築した。 
② 労働効率性を検定するための分離性仮説

(separability hypothesis)を共同労働
に発展させた。 

③ ネットワーク分析とネットワーク計量分
析を統合した分析体系を地理学に紹介し
た。 

 
 また、本研究を発展させる形で、ペルー・
アマゾンにおいて次の新しい研究プロジェ
クトを立ち上げた。 
基盤研究(A)(2011-2014)(代表)「農村貧困
の罠と熱帯雨林における共同体による保全
と開発～農村立地を内生化する試み」交付
予定額（直接経費）：37,400,000 円 
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